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した構造に対し操作段数や試薬必要量の知見を与える定量的評価部の 2 っからなる O
分離対象として，石炭フライアッシュから， B, Ga , V, Be を，使用済みFCC触媒から Ce ， Nd を，製
鋼ダストから B ， Ga ， V の分離・回収を選んだ。基本パターンに基づいて，前処理操作，操作条件の適
性化を実験的に確定し分離・回収を成功裡に実施した。また，放電済み電池から Ni ， Cd , Mn の分離・
回収，および重油燃焼ボイラースラグからの V ， Ni の分離・回収は，キレート樹脂による濃縮操作は省
略でき，選択的浸出法と溶媒抽出法で成功裡に実施した。
ρhu 
以上のように，本論文は大量の爽雑物質中に希薄に存在する有価物の分離・濃縮・回収フ。ロセスの開
発を，レアメタルを対象として行ったものであるO 本研究は化学工学の発展に寄与するところ大であり，
工学博士の学位論文として価値あるものと認められる。
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